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優しく強い子に！ JA東京カップ5年生大会12B予選二次リーグ
7月7日（日） 於）北川原G

☆ チームのめあて
ミドルサードではシンプルに運ぶ・渡り廊下を使う・釣瓶の

形 を作る・ドリブルとターンの技を駆使する
<試合結果>
〇南八王子 2－3 リトルキッカーズ（前半2－2）
得点者：カイト君2（PK：1）

〇南八王子 0－9 FCカラーズ（前半 0－5）
http://www.minamih.net/ 〇南八王子 2－5 清水北FC（前半３－ 0）
１９・ ７・ ８（月） 得点者：カイト君2
南ＮＥＷＳｎｏ ３９ 小雨の中の二次予選、初戦の動き出しは悪かったものの

開始早々に得たPKをカイト君が決めて先制。
しかし守備の連係の綻びから2点を返されるも厳しいなか左からカットインしたカイト君が右
足で決めて同点で折り返し。
ミドルサードでの持ち過ぎとサイドをもっと使う様注意した事で後半に改善が見えたものの、
決めきれず勝ち越し点を奪われ敗戦。
二試合目のカラーズ戦は両社コンパクトなサッカーで、序盤は耐え凌いだものの徐々にサイ
ドの突破を許してしまい連続失点。守備の集中力が切れ更に追加点。とにかく中盤が支配
され続けたので修正を試みましたが勢いを止める事は出来ませんでした。
第三試合の清水北は実力差はそれ程無いと感じる立ち上がりながらも、サイドからのクロ
スが精度よく連続失点。PA外からのFKを合わされ前半3失点。後半バイタルで粘りを見せ
たカイト君がルーレットから1点。右からカットインして流し込み2点目とし、反撃の狼煙を上げ
ましたが追い付くまでには至らず敗戦となりました。
☆アイル君：序盤はミドルサードで持ち過ぎでしたが、後半テンポアップしシンプルに繋ぐ
機会も増えました。

☆レオン君：ボール際への寄せが緩慢な場面もありましたが、左ハーフに入ってからは仕
掛けの形も作れました。

☆タイヨウ君：簡単に叩く場面と、足元でキープして次の展開を作り上げる場面とをケー
スバイケースで使い分けてみよう。

☆シン君：中央で粘り強くボールに絡んでいました。前を向いての左右への散らし、スルー
パス等次への展開力が今後の課題。

☆マサヤ君：キックの精度を高め、前に出るタイミングを磨こう。シュートの軌道に反応出
来ているのでキャッチング向上が鍵。

☆セナ君：攻撃は元々能力が有るので、前からのプレスバック、釣瓶を形成するに重要
な相手ハーフのマーク等の守備が課題。

☆カイト君：本日の4得点は全てカイト君の個人技によるもの。自信を持ってバイタルで
もっと積極的に仕掛けてみよう。

☆リオト君：戦う気持ちで立ち向かいインターセプトも数度成功しました。上手くできなか
ったと泣いて悔しがるリオト君は成長します。

☆カズキ君：相手からボールを奪いとる力が付いてきました。その後内側に蹴ってしまう
癖は修正しよう。
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☆マナト君：果敢にスプリントしていました。一発で裏をとられないポジショニングと身体の
使い方を学ぼう。

☆アサキ君：サイドハーフに入った時の相手マークが出来ており安定していました。指導
することを良く理解しじっせんすることができます。

☆カイリ君：難しい相手であっても果敢にドリブルで仕掛け勢いを作ってくれました。ボールへ
もっと積極的にアプローチしましょう。

タ ー ン の 種 試 合 で フ ェ イ ン ト 試 合 で で き
類 で き た の 種 類 た
イ ン サ イ ド フ レ オ ン 、 ス ト ッ プ ・ ゴ -
ッ ク カ イ ト ー
ア ウ ト サ イ ド レ オ ン 、 椅 子 の 形 カ イ ト 、 セ ナ
フ ッ ク
ド ラ ッ グ バ ッ カ ズ キ マ シ ュ ー ズ マ サ ヤ
ク
ス ト ッ プ タ ー - V 字 カ イ ト 、 セ
ン ナ 、 シ ン
ラ イ ト ア ン グ - ダ ブ ル タ ッ チ マ ナ ト 、 レ オ
ル ン 、 カ イ ト 、

セ ナ 、 シ ン 、
リ オ ト 、 ア イ
ル

ス テ ッ プ オ ー カ イ ト ス モ ー ル ブ リ セ ナ
バ ー ッ ジ
ク ラ イ フ タ ー レ オ ン 、 ビ ッ グ ブ リ ッ -
ン カ イ ト ジ
そ の 他 の プ 試 合 で シ ザ ー ズ （ ま -
レ イ で き た た ぎ ）
ラ ン ウ イ ズ ザ - ロ コ モ テ ィ ブ -
ボ ー ル
ヘ デ ィ ン グ - マ ル セ イ ユ カ イ ト

ル ー レ ッ ト
首 を 振 っ て マ ナ ト キ ッ ク フ ェ イ カ イ ト
周 り を 観 る ン ト
味 方 に 声 を マ サ ヤ エ ラ シ コ -
か け る
身 体 を い れ タ イ ヨ ク リ ロ ナ タ ー リ オ ト
て ボ ー ル を ウ 、 シ ン
奪 う ン
シ ュ ー ト カ イ ト - -

雨天に深い芝とドリブル主体の南には厳しい環境でしたが、対峙したチ
ームは何れもパスばかりという訳でもなく、悪環境をものともしない力強いドリ
ブル・ターンで戦っていました。我々もそんな戦い方が出来るはずです。修正
すべき点は代表の説話の中、コーチのレポートの中で伝えています。今日悔
しいと感じた気持ちを忘れずにストイックに練習に向かい、より強い南を作り
上げましょう。 ｂｙ谷口コーチ
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